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おお
いい
しし
いい
枝枝
豆豆
にに
なな
ぁぁ
れれ
！！

消消
費費
者者
かか
らら
野野
菜菜
のの
生生
産産
なな
どど
をを
体体
験験
しし
てて
もも
らら
いい
、、
農農
業業
をを
知知
っっ
てて
ほほ

しし
いい
とと
、、
たた
だだ
いい
まま
「「
農農
業業
・・
農農
村村
ゆゆ
めめ
ププ
ララ
ンン
」」
がが
進進
行行
中中
でで
すす
（（
５５

月月
1144
日日
・・
大大
字字
日日
越越
のの
ゆゆ
めめ
農農
園園
でで
））。。

ここ
どど
もも
広広
報報

・・
ココ
ンン
ピピ
ュュ
ーー
タタ
西西
暦暦
２２
００
００
００
年年
問問
題題
っっ
てて
なな
んん
だだ
ろろ
うう
？？

市市
政政
ニニ
ュュ
ーー
スス

・・
おお
待待
たた
せせ
しし
まま
せせ
んん
――
戸戸
籍籍
事事
務務
ココ
ンン
ピピ
ュュ
ーー
タタ
化化

・・
地地
球球
温温
暖暖
化化
防防
止止
にに
行行
動動
！！

・・
長長
岡岡
のの
水水
道道
――
今今
世世
紀紀
のの
ああ
ゆゆ
みみ
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●
救
急
講
習
会
の
参
加
者
募
集（
無
料
）

心
肺
そ
生
法
を
中
心
と
し
た
３
時
間
の

普
通
救
命
講
習
で
す
。
講
習
を
終
了
し
た

人
に
は「
普
通
救
命
講
習
修
了
証
」を
交
付

し
ま
す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
ど
う
ぞ
。

時
間＝

午
前
９
時
〜
正
午

申
し
込
み＝

消
防
署
救
急
係
�
35
・
２
１
９
３

ああ
なな
たた
のの
大大
切切
なな
人人
のの
たた
めめ
にに

心心
肺肺
そそ
生生
法法
をを
覚覚
ええ
まま
しし
ょょ
うう

ももしし、、身身近近なな人人がが倒倒れれたたとときき、、
ああななたたはは救救急急車車がが到到着着すするるまま
でで、、ななににかか手手当当ををししててああげげらら
れれまますすかか？？

職場やサークルで受講してみませんか。お気軽にご連絡ください。
問い合わせ＝消防署救急係�35・2193
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算
す
る
大
型
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
あ
る
。

だ
か
ら
、
こ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
ち
ゃ
ん

と
動
か
な
い
と
大
変
な
ん
だ
。

そ
こ
で
、
市
役
所
で
は
平
成
九
年
か
ら

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
直
し
は
じ
め
、
そ
の
後
、

テ
ス
ト
を
繰く

り
返
し
な
が
ら
、
い
ま
で
は

こ
の
問
題
の
対
策
を
終
え
て
い
る
ん
だ
。

対
策
は
急
い
で
！

長
岡
市
内
に
は
、
た
く
さ
ん
の
会
社
が

あ
る
よ
ね
。
当
然
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。

市
内
に
あ
る
会
社
の
ほ
と
ん
ど
で
は
、

市
役
所
と
同
じ
よ
う
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西

暦
二
〇
〇
〇
年
問
題
を
解か

い

決け
つ

し
て
い
る
け

ど
、
な
か
に
は
こ
れ
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
直
す
作
業
に
入
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ

る
。
市
役
所
で
は
、
そ
う
い
う
会
社
へ
の

手
助
け
も
し
て
い
る
ん
だ
。

◆

◆

一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
年
が

変
わ
る
だ
け
な
の
に
、
い
ろ
い
ろ
な
影え
い

響き
ょ
う

が
あ
る
ん
だ
。

み
ん
な
、
僕
が
説
明
し
た
「
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
西
暦
二
〇
〇
〇
年
問
題
」
を
わ

か
っ
て
く
れ
た
か
な
。

コンピュータ
西暦２０００年問題支援窓口

●長岡市中小企業制度融資
長岡市中小企業振興基金、長岡市中小
企業高度化資金、設備近代化促進資金の
各制度が利用できます。
問い合わせ＝商業振興課�39・２２２８

工業振興課�39・２２２２
●国民金融公庫の
低利融資制度における担保特例
問い合わせ＝国民金融公庫長岡支店

�36・４３６０
●無料相談窓口
（午前10時～午後５時）

�財新潟県中小企業情報センター
新潟市上所２の２の３

�０１２０・２００・４５１
（フリーダイヤル）

電気製
せい

品
ひん

のほとんどは、
これらを作っている会社が
すでに誤って動いたりしない
ように直されているんだ。
だから、このようなことは

ほとんど起きないんだ。安心
してね。 ２０００年１月１日の

夕方６時30分からの
アニメ番組を
録画しよーっと。

１９００年？ ２０００年？
これじゃ、どっちなのかわからないよ。
４ケタをすべて覚える能

のう

力
りょく

があったら、
こんなことにはならないのに…

コンピュータを直す予定の
会社のみなさんへ

じじ ここくく

みんなの生活になくてはならない電

気、水道、都市ガスなどのほか、電車

や飛行機などもコンピュータが動かし

ている。

コンピュータ西暦

２０００年問題は、

とても身
み

近
ぢか

な問題な

んだ。

２２

３３

１１

２

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
す
べ
て
の
情じ
ょ
う

報ほ
う

を

数
字
で
記き

憶お
く

し
て
い
る
。
僕
ら
の
仲
間
の

中
に
は
、
記
憶
す
る
容よ
う

量り
ょ
う

が
少
な
い
た
め
、

四
ケ
タ
あ
る
西
暦
を
下
二
ケ
タ
し
か
記
憶

し
て
い
な
い
仲
間
も
い
る
ん
だ
（
例
え
ば
、

一
九
九
九
年
は
「
九
九
」
と
覚
え
て
い

る
）。そ

の
た
め
、
西
暦
二
〇
〇
〇
年
に
な
る

と
、
二
〇
〇
〇
年
の
「
〇
〇
」
を
一
九
〇

〇
年
の
「
〇
〇
」
と
間ま

違ち
が

え
て
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
シ
ス
テ
ム
が
誤あ
や
ま

っ
て
動
い
た

り
、
止
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
の
さ
。

こ
れ
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦
二
〇
〇
〇

年
問
題
な
ん
だ
。

み
ん
な
の
回
り
に
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
い
っ
ぱ
い

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦
二
〇
〇
〇
年
問
題

は
、
僕
た
ち
パ
ソ
コ
ン
だ
け
の
問
題
で
は

な
い
ん
だ
よ
。
み
ん
な
は
、
た
く
さ
ん
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
囲
ま
れ
て
暮く

ら
し
て
い

る
の
に
気
づ
い
て
い
る
か
な
？

例
え
ば
、
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、
電
気
炊す
い

飯は
ん

器き

や
エ
ア
コ
ン
な
ど
。
こ
れ
ら
に
は
時
計

が
つ
い
て
い
る
も
の
が
多
い
よ
ね
。

左
ペ
ー
ジ
の
イ
ラ
ス
ト
を
見
て
ご
ら
ん
。

み
ん
な
は
、
好
き
な
テ
レ
ビ
番
組
を
ビ
デ

オ
デ
ッ
キ
で
予
約
し
た
こ
と
が
あ
る
か

な
？
二
〇
〇
〇
年
一
月
一
日
の
番
組
を
予

約
し
た
の
に
、
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
が
一
九
〇

〇
年
一
月
一
日
と
か
ん
違
い
し
て
、
番
組

を
録
画
で
き
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
ん

だ
。

市
役
所
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？

市
役
所
に
は
、
み
ん
な
の
家
の
住
所
や

家
族
の
情
報
を
記
憶
し
て
い
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
ほ
か
、
市
役
所
の
お
金
を
計

みみ
んん
なな
、、
来来
年年
のの
一一
月月
一一
日日
にに
突突とと

つつ

然然ぜぜ
んん

、、
ココ
ンン
ピピ
ュュ
ーー
タタ
がが
おお
かか

しし
くく
なな
るる
かか
もも
しし
れれ
なな
いい
とと
いい
うう
問問
題題
をを
知知
っっ
てて
るる
かか
いい
。。
来来
年年

はは
西西
暦暦
二二
〇〇
〇〇
〇〇
年年
だだ
けけ
どど
、、
ココ
ンン
ピピ
ュュ
ーー
タタ
がが
日日
付付
けけ
をを
一一
九九

〇〇
〇〇
年年
（（
明明
治治
三三
十十
三三
年年
））
とと
かか
んん
違違ちち

がが

いい
すす
るる
ここ
とと
なな
んん
だだ
。。

ここ
のの
問問
題題
はは
いい
まま
、、
日日
本本
全全
国国
だだ
けけ
でで
なな
くく
世世
界界
中中
でで
問問
題題
とと

なな
っっ
てて
いい
てて
、、
対対たた

いい

策策ささ
くく

がが
進進
めめ
らら
れれ
てて
いい
るる
んん
だだ
。。

今今
月月
はは
僕僕ぼぼ

くく

、、「「
ピピ
ュュ
ーー
太太たた

」」
がが
、、
ココ
ンン
ピピ
ュュ
ーー
タタ
西西
暦暦
二二
〇〇
〇〇

〇〇
年年
問問
題題
とと
はは
どど
うう
いい
うう
もも
のの
なな
のの
かか
をを
説説
明明
すす
るる
かか
らら
、、
みみ
んん

なな
、、
ちち
ゃゃ
んん
とと
読読
んん
でで
ねね
。。

こども広
こう

報
ほう

ココンンピピュューータタ西西
せせいい

暦暦
れれきき

２２００００００年年問問題題っってて
ななんんだだろろうう？？

「ピュー太
た

」くん



戸
籍
謄
本
・
抄
本
の

呼
び
方
が
変
わ
り
ま
す

戸
籍
謄
本
は
戸
籍
事
項
の
す
べ

て
を
証
明
す
る
も
の
で
「
全
部
事

項
証
明
」
に
、
戸
籍
抄
本
は
「
個

人
事
項
証
明
」
に
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
戸
籍
は

「
改
製
原
戸
籍
」
に
な
り
ま
す

こ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
和
紙
の

戸
籍
原
本
は
「
改
製
原
戸
籍
」
と

呼
ば
れ
、
今
後
、
百
年
間
保
存
さ

れ
ま
す
。

新
し
い
戸
籍
に
は
、
婚
姻
や
死

亡
な
ど
で
除
籍
さ
れ
た
人
は
記
載

さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
離
婚
や
離

縁
な
ど
の
事
項
が
記
載
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
記
載
さ
れ
な
い
事
項

の
証
明
書
が
必
要
な
場
合
に
は
、

「
改
製
原
戸
籍
の
証
明
書
」
を
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

戸
籍
に
使
う
文
字
も

変
わ
り
ま
す

戸
籍
の
氏
名
の
文
字
は
「
常
用

漢
字
・
人
名
用
漢
字
・
そ
の
他
国

民
一
般
に
通
用
し
て
い
る
漢
字
」

を
使
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
伴
い
、
変

更
す
る
必
要
が
あ
る
人
に
は
、
す

で
に
通
知
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

戸
籍
事
務
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
市
民
課
�
39
・
２
２

１
５
へ
ど
う
ぞ
。

５

������� 市政ニュース

区 分 これまで 稼 働 後

戸籍の作成 ２～５日間 届出の翌日

証明書の交付 ５～３０分 ２～１０分

●証明書の形も呼び方も変わります

証明書の呼び方

戸籍謄本（戸籍の全部の証明）

�
全部事項証明

戸籍抄本（戸籍の中の個人の証明）

�
個人事項証明

●戸籍事務が速やかに処理できます

戸籍作成と証明書交付の時間比較

表１

戸籍事務を
コンピュータ化すると

▲戸籍証明書はＡ４判横書 職印は黒色
用紙は偽造防止のために特殊な用紙を使用します。

▲市民課の窓口の応対も変わります。
窓口の職員は、みなさんと相対して届け出を審査
します。イスに腰掛けてお待ちください。

全部事項証明の見本

事
務
処
理
が

速
や
か
に
な
り
ま
す

こ
れ
ま
で
戸
籍
は
、
和
紙
で
作

ら
れ
た
戸
籍
原
本
に
手
書
き
や
タ

イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
戸
籍
事
項
を
記

載
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
戸
籍
を
作
成
す
る

に
も
証
明
書
を
発
行
す
る
に
も
、

多
く
の
手
作
業
が
必
要
で
大
変
な

時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
平
成
六
年

（
一
九
九
四
年
）
に
戸
籍
法
が
改

正
さ
れ
、
戸
籍
事
務
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
処
理
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

長
岡
市
で
は
、
昨
年
か
ら
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
化
の
準
備
を
進
め
、
六

月
二
十
八
日
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
動
き
は
じ
め
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
戸
籍
を
管
理

す
る
と
、
戸
籍
事
項
の
記
載
や
記

載
内
容
の
確
認
が
容
易
に
な
り
、

届
け
出
か
ら
証
明
書
の
発
行
ま
で

に
要
す
る
期
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す

（
左
ペ
ー
ジ
表
１
参
照
）。

ま
た
、
戸
籍
を
紙
で
は
な
く
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
保
存
す
る
た
め
、

原
本
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
（
複
製
）

を
作
る
こ
と
も
簡
単
で
す
。
こ
れ

で
戸
籍
を
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら

守
る
こ
と
も
容
易
に
な
り
ま
す
。

４

長
岡
市
は
戸
籍
事
務
を
六
月
二
十
八
日
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
で
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
和
紙
に
記
録
し
て
い
た
戸
籍
事
項
を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
で
保
存
、
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
、
戸
籍
の
作
成
、
戸

籍
証
明
書
の
発
行
ま
で
の
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

お
待
た
せ
し
ま
せ
ん

戸
籍
事
務
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

６
月
28
日

ス
タ
ー
ト



７

現
在
、
市
役
所
で
は
、
紙
の
再

利
用
を
進
め
る
た
め
、
で
き
る
か

ぎ
り
燃
や
さ
ず
に
分
別
し
て
回
収

し
て
い
ま
す
。

分
別
の
種
類
は
新
聞
紙
、
雑
誌
、

段
ボ
ー
ル
、
電
算
用
紙
、
上
質
紙
、

そ
の
他
の
紙
の
六
種
類
で
す
。

再
利
用
に
あ
た
り
、
市
役
所
に

は
個
人
情
報
の
保
護
を
必
要
と
す

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
長
岡
市
で
は
機
密

保
持
の
で
き
る
業
者
に
、
そ
う
し

た
古
紙
の
再
生
処
理
を
依
頼
し
て

い
ま
す
。
そ
の
業
者
の
担
当
者
は
、

市
役
所
の
紙
の
分
別
が
ま
だ
徹
底

し
て
い
な
い
と
話
し
て
い
ま
す
。

業
者
の
声

紙
の
分
別
を
も
っ
と
徹
底
し
て

長
岡
市
の
ほ
か
に
も
取
引
し
て

い
る
市
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、

そ
う
し
た
市
で
は
、
廃
棄
文
書
を

中
心
に
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、

分
別
が
徹
底
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
長
岡
市
役
所
は
日
常

業
務
で
出
る
紙
を
す
べ
て
対
象
に

し
て
い
る
た
め
か
、
分
別
が
徹
底

し
て
な
い
面
が
あ
り
ま
す
。

『
そ
の
他
の
紙
』
の
中
に
は
チ

ラ
シ
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

機
密
扱
い
の
不
要
な
も
の
は
分
け

る
と
か
、
再
生
紙
は
別
に
す
る
と

か
、
さ
ら
に
分
別
を
徹
底
し
て
欲

し
い
で
す
ね
。

◆

◆

長
岡
市
で
は
行
動
計
画
の
実
施

状
況
を
見
な
が
ら
、
紙
の
分
別
方

法
も
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

省資源・省エネル
ギーへの取り組み
電気、燃料等のエネルギー使

用量の削減
水使用量の削減
紙使用量の削減

―具体的な取り組み
●電気機器電源のこまめな切断
●冷房は28度以上、暖房は20度
以下に設定
●事務室では勤務時間外の冷房
はしない
●庁舎等の電灯を一部消灯する。
廊下は30％、ロッカー・トイレ
は50％程度
●職員はエレベーター利用を自
粛
●トイレ・洗面、洗車時に節水
●消雪用地下水の節水
●車両の整備点検、燃料効率の
向上

環境にやさしい製
品の使用
森林資源を保護するため、再

生紙の使用を進める。
また、製紙過程で生ずる環境
負荷を低減するため、白色度の
低い再生紙を選択する。
―具体的な取り組み
●再生紙やカレンダー等の再利
用紙を使った名刺を使用する
●コピー用紙は古紙混入率
100％（白色度70％以下）のも
のを指定して購入する
●外注印刷は古紙混入率70％以
上（白色度70％以下）のものを
指定する
●トイレットペーパーはすべて
古紙混入率100％のものを使う
●エコマーク商品や再生品など
環境にやさしい製品を購入する

廃棄物の発生抑制
とリサイクル
市有施設から排出される廃棄
物の削減とリサイクルの推進
―具体的な取り組み
●紙ごみなどの廃棄物を減らし、
リサイクルを徹底する

職員の環境意識の
高揚
職員の意識を高め、環境保全
のための行動を活発にする
―具体的な取り組み
●職員は月１回以上ノーマイカ
ーデーを実施する

数 値 目 標
エネルギー使用量の削減（ＣＯ2換算）

水 道 水 使 用 量 の 削 減
コ ピ ー 用 紙 使 用 量 の 削 減

古紙混入率100％のトイレットペーパーの使用割合
廃 棄 物 排 出 量 の 削 減

平成13年度目標

△10％
電気使用量

△10％燃 料 使 用 量 都市ガス・ＬＰガス・灯油・重油
自動車燃料使用量 軽油・ガソリン等

△５％
△10％

コ ピ ー 用 紙 古紙混入率100％、白色度70％以
下の用紙の使用割合 100％

外 注 印 刷 物 古紙混入率70％以上、白色度70％
以下の用紙の使用割合 50％

100％
△25％

リ サ イ ク ル 率 50％

「環境保全のための長岡市役所行動計画」（エコオフィスづくり）
計画の対象 長岡市役所のすべての職場、すべての職員
計画の期間 平成11年度から13年度まで

行動計画の目標と具体的な取り組み内容（主なもの）

△印は、平成９年度実績に対する削減割合

ま
だ
徹
底
不
足

市
役
所
の
紙
の
分
別
回
収

▲

５
月
20
日
に
回
収
さ
れ
た
古
紙

100

50

（ｔ）

81トン

94トン

Ｈ９ Ｈ10

回収量の推移

0
（年度）

環
境
保
全
は

ま
ず
市
役
所
か
ら

地
球
規
模
の
温
暖
化
現
象
を
防

ぐ
に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
一
つ

で
あ
る
二
酸
化
炭
素
の
発
生
を
抑

え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
日
常
生
活
を
見

直
し
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
岡
市
役
所
で
は
す
で
に
、
冷

暖
房
温
度
の
調
整
や
昼
休
み
時
間

中
の
事
務
室
の
消
灯
な
ど
を
は
じ

め
、
紙
類
の
分
別
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

行
動
計
画
を
定
め
た
の
は
、
こ

う
し
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
充
実

し
、
す
べ
て
の
市
有
施
設
で
徹
底

す
る
こ
と
が
、
一
事
業
者
と
し
て

必
要
だ
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

す
べ
て
の
施
設
で

取
り
組
み
ま
す

行
動
計
画
（
主
な
内
容
は
左

ペ
ー
ジ
を
参
照
）
は
、
本
庁
舎
だ

け
で
は
な
く
、
学
校
や
保
育
所
、

体
育
館
や
図
書
館
な
ど
、
す
べ
て

の
施
設
が
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

行
動
計
画
で
は
、
各
施
設
の
冷

房
温
度
は
二
十
八
度
以
上
に
設
定
、

廊
下
は
業
務
や
歩
行
な
ど
に
支
障

の
な
い
範
囲
で
消
灯
、
事
務
室
は

五
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の
消
灯
な
ど

を
定
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
地
区
公
民
館
な
ど
も

対
象
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
民

の
み
な
さ
ん
が
各
施
設
を
利
用
す

る
際
に
は
、
不
要
の
電
灯
の
消
灯

や
節
水
な
ど
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

行
動
の
結
果
は

公
表
し
ま
す

長
岡
市
役
所
で
は
、
職
員
が
こ

の
計
画
に
従
っ
て
行
動
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
定
期
的
に
点
検
し
、

そ
の
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

ま
た
、
取
り
組
み
の
内
容
は
こ

れ
か
ら
も
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

６

地
球
環
境
保
全
の
た
め
の
取
り
組
み
が
国
や
地
方
自
治
体
を
は
じ
め
、
事
業
所
や
地
域
、

家
庭
に
も
求
め
ら
れ
て
お
り
、
市
内
で
は
生
ゴ
ミ
の
再
利
用
を
進
め
る
市
民
団
体
が
結
成

さ
れ
、
す
で
に
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
長
岡
市
で
は
「
環
境
保
全
の
た
め
の
長
岡
市
役
所
行
動
計
画
」
を
策
定

し
、
六
月
一
日
か
ら
す
べ
て
の
職
場
で
す
べ
て
の
職
員
が
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
行
動

を
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
廃
棄
物
の
減
量
、
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
っ
た

取
り
組
み
の
具
体
的
な
目
標
を
定
め
、
目
的
達
成
の
た
め
に
市
役
所
の
職
員
が
、
日
常
業

務
の
中
で
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
を
具
体
的
に
示
し
た
も
の
で
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
に
行
動
�

環
境
保
全
の
た
め
の
長
岡
市
役
所
行
動
計
画

▲職員は紙をごみにしません

▲職員はエレベーター利用を自粛します



明
治
34
年

上
下
水
道
敷
設
提
唱
さ
れ
る

36
年

上
下
水
道
設
計
完
了

財
政
事
情
等
で
、
着
工
延
期
が
繰
り
返
さ
れ
る

大
正
13
年

水
道
敷
設
工
事
着
手

15
年

通
水
開
始

計
画
給
水
人
口
４
５
、
０
０
０
人

昭
和
２
年

上
水
道
創
設
工
事
完
了

給
水
区
域
内
人
口
５
２
、
４
９
２
人
、
給
水
使
用
人

口
６
、
３
９
５
人
、
普
及
率
12
・
２
％

25
年

第
一
期
拡
張
事
業
（
〜
30
年
、
中
島
浄
水
場
改
良
お

よ
び
柿
水
源
）

32
年

第
二
期
拡
張
事
業
（
〜
36
年
、
富
曽
亀
・
宮
内
地
区

お
よ
び
中
島
浄
水
場
改
良
）

36
年

第
三
期
拡
張
事
業
（
〜
37
年
、
山
本
・
宮
内
地
区
お

よ
び
中
島
浄
水
場
改
良
）

38
年

第
四
期
拡
張
事
業
（
〜
40
年
、
栖
吉
地
区
）

41
年

第
五
期
拡
張
事
業
（
〜
46
年
、
妙
見
浄
水
場
新
設
お

よ
び
配
水
施
設
）

46
年

妙
見
浄
水
場
竣
工

47
年

第
六
期
拡
張
事
業
（
〜
49
年
、
六
日
市
・
宮
内
地
区

の
一
部
、
柿
町
、
町
田
町
、
上
条
町
ほ
か
）

50
年

第
七
期
拡
張
事
業
着
手
（
継
続
中
、
十
日
町
・
宮
内

の
一
部
、
関
原
、
日
越
、
深
才
、
上
川
西
、
王
寺
川
、

福
戸
、
下
川
西
）

平
成
元
年

妙
見
堰
建
設
に
伴
う
妙
見
浄
水
場
取
水
設
備
竣し

ゅ
ん

工

５
年

中
島
浄
水
場
の
水
利
権
が
妙
見
浄
水
場
へ
移
さ
れ
る

６
年

中
島
浄
水
場
廃
止

８
年

水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
が
完
成

水
道
タ
ン
ク
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
開
始

10
年

水
道
タ
ン
ク
が
登
録
有
形
文
化
財（
建
造
物
）に
登
録

さ
れ
る

11
年

太
田
地
区
へ
通
水
開
始
（
市
内
ほ
ぼ
１
０
０
％
、
給

水
人
口
１
９
０
、
０
５
２
人
）

な
が
お
か

水
道
の
あ
ゆ
み

９

▲完成直後の妙見浄水場（昭和46年撮影）
この施設の完成で、長岡市の配水能力は１日24,500ｍ3から54,000ｍ3に向上

し、水不足の悩みが解消されました。施設はその後さらに拡張され、現在で
は107,100ｍ3となっています。

▲中島浄水場の取水塔築造工事（昭和26年ごろ）
第１期拡張では、表流水から取水するための工事が行わ

れました。浮島の上に取水塔をコンクリートで製作し、内
部の土砂を堀り上げて重さで沈めていく沈下工法です。

▲太田地区での水道水の確認（平成11年５月）
水道管の洗浄後、水の残留塩素の量を測定し、いよ

いよ各家庭へ配水されます。太田地区への通水に伴い、
隣の山古志村への送水が可能になります。山古志村へ
は、平成16年４月に給水が開始される予定です。

▲現在の水道タンク
市民に親しまれてきた長岡市のシンボル

も、今では国の登録有形文化財に。

長
岡
で
通
水
が
始
ま
っ
た
の
は
、

全
国
で
八
十
一
番
目
、
大
正
十
五

年
（
一
九
二
六
年
）
の
こ
と
で
す
。

全
国
で
も
珍
し
い
、
下
水
道
と
の

同
時
着
工
で
し
た
。

当
時
の
水
道
は
信
濃
川
の
伏ふ

く

流り
ゅ
う

水す
い

（
地
下
を
流
れ
る
水
）
を
調
整

池
に
蓄
え
、
そ
こ
か
ら
ポ
ン
プ
を

使
っ
て
地
上
三
十
五
メ
ー
ト
ル
の

配
水
塔
に
揚
げ
、
市
内
へ
配
水
す

る
と
い
う
仕
組
み
で
し
た
。
こ
の

配
水
塔
が
、
現
在
も
中
島
に
あ
る

「
水
道
タ
ン
ク
」
で
、
当
時
の
長

岡
で
い
ち
ば
ん
高
い
建
物
で
し
た
。

第
二
次
大
戦
後
の
昭
和
二
十
五

年
（
一
九
五
〇
年
）
か
ら
本
格
的

に
水
道
の
拡
張
工
事
が
始
ま
り
、

水
源
も
伏
流
水
で
は
な
く
信
濃
川

の
表
流
水
と
柿
浄
水
所
な
ど
の
地

下
水
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
三
十
年
に
は
、
水
道
局
が

誕
生
。
増
え
る
水
の
需
要
に
こ
た

え
る
た
め
、
昭
和
四
十
六
年
に
は

妙
見
浄
水
場
が
完
成
し
、
中
島
浄

水
場
の
水
と
と
も
に
市
内
へ
配
水

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
中
島
浄
水
場

は
廃
止
さ
れ
、
取
水
は
妙
見
浄
水

場
だ
け
で
行
っ
て
い
ま
す
。

初
め
は
市
街
地
だ
け
だ
っ
た
給

水
区
域
も
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る

第
七
期
拡
張
工
事
で
、
ほ
ぼ
全
市

を
網
羅
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た

（
左
ペ
ー
ジ
年
表
参
照
）。

お
い
し
い
水
を
ど
う
ぞ

全
国
的
に
も
早
く
敷
設
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
市
民
の
生
活
を
支
え
て

き
た
長
岡
の
水
道
。
水
道
局
で
は
、

水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
で
厳
し
く
水

質
を
管
理
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
安

全
で
お
い
し
い
水
を
み
な
さ
ん
に

供
給
し
て
い
き
ま
す
。

８

給水ほぼ100％を達成－

長岡の水道
今世紀のあゆみ

▲建設中の中島浄水場
現在の東中学校の方向から大正15年７月22日に撮影したもの。配水塔（左奥）とろ過池（手前右）。

六
月
一
日
、
太
田
地
区
へ
の
水
道
給
水
が
始

ま
り
、
長
岡
市
内
の
水
道
普
及
率
は
ほ
ぼ
一
〇

〇
％
に
な
り
ま
し
た
。

長
岡
に
上
下
水
道
の
敷
設
が
提
唱
さ
れ
た
の

が
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
年
）。
長
岡

の
水
道
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
今
日
に
至
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

水
道
の
今
世
紀
の
あ
ゆ
み
を
、
の
ぞ
い
て
み

ま
し
ょ
う
。
















